
「平成２６年８月１１日の台風１１号
による降雨に伴う出水の概要」 

【速報】 

国土交通省 北海道開発局 
帯広開発建設部 治水課 

平成２６年８月１３日 



気象の概要 

台風11号の影響により、8月10日から11日にかけて、十勝の広い範囲で大雨になりました。 
特に、札内川流域は激しい降雨に見舞われ、記念沢雨量観測所では、降り始めからの雨量
が240㎜を観測しました。※速報値のため、数値は変わる可能性があります。 ※図は帯広測候所提供 



出水の概要 
○台風11号に伴う大雨により、十勝川水系の各地で水位が上昇しました。 
  ・４河川４観測所（札内川～札内、下頃辺川～大平橋、十弗川～東台1号橋、士幌川～旭橋）で氾濫注意水位を上

回る水位を記録しました。 
  ・４河川５観測所（十勝川～大津、茂岩、札内川～南帯橋、猿別川～止若、途別川～千住１２号橋）で水防団待機水

位を上回る水位を記録しました。 
○これを受け、帯広開発建設部は以下のとおり取り組みました。 
  ・基準水位の超過を受け、8月11日早朝から河川管理施設のパトロールを開始しました。 
  ・十勝川（4か所）及び浦幌川（1か所）では、排水機場が稼働し内水排除を実施しました。 

【排水機場の稼働】 
・帯広開発建設部では、浸水被害を防ぐために排水機場を稼働し、内水を排除しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排水ポンプ車 
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【河川巡視】 
帯広河川事務所及び池田河川事務
所職員が、昼夜を問わず河川を巡視
し、地域の安全確保に努めました。 
 
 
 
 

【洪水監視】 
24時間体制で雨量及び水位を監視

し、地域を守るために水防警報を発
信しました。 
 
 
 
 

【樋門の操作】 
洪水が住宅地や畑地等に逆流する
のを防止するため、計22か所で樋門
操作を行いました。 
 
 
 
 

排水状況（朝日排水機場） 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

